
２
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
44
号
「
三
原
市
災
害
対

策
基
金
条
例
制
定
に
つ
い

て
」

【
要
旨
】
災
害
の
予
防
対

策
、
応
急
対
策
、
復
旧
、
復

興
等
に
要
す
る
経
費
の
財
源

に
充
て
る
た
め
、
新
た
に
基

金
を
設
置
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
当
該
基
金
の
使
途
は
。

答
平
成
31
年
度
に
お
い
て

は
、
昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害

で
被
害
を
受
け
た
地
域
の
集

会
所
及
び
町
内
放
送
設
備
等

の
修
繕
を
要
す
る
経
費
等
に

充
て
た
い
。
ま
た
、
今
後
の

災
害
発
生
時
に
、
市
が
独
自

で
被
災
者
支
援
事
業
を
実
施

す
る
場
合
等
に
お
い
て
も
活

用
し
て
い
き
た
い
。

議
第
59
号
「
三
原
市
新
庁
舎

建
設
工
事
（
本
庁
舎
解
体
工

事
）
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
」

【
要
旨
】
本
庁
舎
解
体
工
事

に
係
る
請
負
契
約
を
締
結
す

る
た
め
、
三
原
市
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

問
入
札
参
加
業
者
の
中

に
、
市
内
業
者
が
含
ま
れ
て

い
な
い
要
因
は
。

答
本
工
事
に
係
る
入
札
公

告
は
、
市
内
及
び
市
外
の
業

者
を
対
象
に
実
施
し
た
も
の

で
あ
る
が
、「
共
同
企
業
体

（
Ｊ
Ｖ
）
方
式
」
で
行
っ
た

１
回
目
の
入
札
は
、
不
調
に

終
わ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
入
札
不
調
の
結

果
を
受
け
て
実
施
し
た
２
回

目
の
入
札
公
告
に
つ
い
て

は
、「
単
体
施
工
方
式
」
も

対
象
に
含
め
て
行
っ
た
。

結
果
、
市
外
の
３
事
業
者
か

ら
の
応
札
が
あ
り
、
開
札
の

結
果
、
本
工
事
の
落
札
業
者

が
決
定
し
た
。

　
市
内
業
者
が
応
札
で
き
な

か
っ
た
主
な
要
因
と
し
て

は
、
技
術
者
の
確
保
が
困
難

で
あ
っ
た
こ
と
等
に
よ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

【
採
決
】

　
採
決
の
結
果
、
議
第
44
号

ほ
か
８
件
に
つ
い
て
、
全
員

一
致
、
提
案
理
由
を
了
と

し
、原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

２
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
49
号
「
三
原
市
大
和
心

身
障
害
者
集
会
所
設
置
及
び

管
理
条
例
の
廃
止
に
つ
い

て
」

【
要
旨
】
三
原
市
大
和
心
身

障
害
者
集
会
所
を
廃
止
す
る

た
め
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
今
後
の
利
用
希
望
者
へ

の
対
応
は
。

答
現
在
、
当
該
施
設
の
利

用
実
績
は
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
利
用
者
は
、
既
に
民
間
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
利
用

見
込
み
が
な
い
と
考
え
て
い

る
。

議
第
51
号
「
三
原
市
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

【
採
決
】

　
採
決
の
結
果
、
議
第
49
号

ほ
か
４
件
に
つ
い
て
、
全
員

一
致
、
提
案
理
由
を
了
と

し
、
各
案
は
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
た
。

２
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
54
号
「
三
原
市
水
道
事

業
等
の
布
設
工
事
監
督
者
が

監
督
業
務
を
行
う
水
道
の
布

設
工
事
、
布
設
工
事
監
督
者

の
資
格
及
び
水
道
技
術
管
理

者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
」

【
要
旨
】
学
校
教
育
法
及
び

技
術
士
法
施
行
規
則
の
一
部

が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
条
例
改
正
に
よ
っ
て
追

加
さ
れ
る
専
門
職
大
学
と
は

な
に
か
。

答
専
門
職
大
学
は
産
業
界

と
連
携
し
て
様
々
な
分
野
で

優
れ
た
専
門
技
術
を
備
え
た

人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
、

実
践
的
な
実
習
を
取
り
入
れ

た
職
業
教
育
が
行
わ
れ
る
大

常
任
委
員
会
報
告

総
務
財
務
委
員
会

経
済
建
設
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
」
及
び
議
第
52
号
「
甲
世

衛
生
組
合
の
共
同
処
理
す
る

事
務
及
び
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
」

【
要
旨
】
甲
世
衛
生
組
合
の

固
形
燃
料
化
施
設
で
の
可
燃

ご
み
の
受
入
終
了
に
伴
う
条

例
改
正
及
び
組
合
規
約
か
ら

共
同
処
理
す
る
可
燃
ご
み
の

処
分
に
関
す
る
事
務
を
削
除

し
、
組
合
の
解
散
に
係
る
規

定
の
追
加
を
求
め
る
も
の
。

問
今
後
の
清
掃
工
場
で
の

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
。

答
今
後
可
燃
ご
み
は
三
原

市
清
掃
工
場
で
処
理
さ
れ
、

世
羅
町
と
久
井
地
域
分
で
３

０
０
０
ト
ン
程
度
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
、
炉
の
運
転
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
17

時
間
運
転
か
ら
24
時
間
運
転

に
変
更
す
る
中
で
、
２
つ
の

炉
を
交
互
に
運
転
し
、
炉
の

耐
久
性
を
保
っ
て
い
く
。

問
増
加
す
る
焼
却
灰
の
処

分
方
法
に
つ
い
て
は
。

答
当
面
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
広
島
県
環
境
保
全
公
社
の

出
島
処
分
場
へ
搬
出
す
る

が
、
現
在
の
処
分
方
法
以
外

に
も
、
今
後
よ
り
経
済
的
で

実
現
の
可
能
性
が
あ
る
手
法

へ
の
移
行
に
検
討
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

学
で
、
31
年
４
月
か
ら
制
度

化
さ
れ
る
も
の
。

問
布
設
工
事
監
督
者
な
ど

の
資
格
要
件
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
専
門
職
大
学
の
前
期

課
程
と
は
な
に
か
。

答
専
門
職
大
学
は
通
常
、

４
年
制
で
あ
る
が
、
前
期
と

後
期
に
分
け
て
学
科
を
設
け

る
こ
と
も
で
き
、
こ
の
場

合
、
前
期
課
程
は
短
期
大
学

卒
業
に
相
当
す
る
学
位
が
授

与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
布

設
工
事
監
督
者
な
ど
の
資
格

要
件
の
一
つ
を
満
た
す
こ
と

に
な
る
。

問
専
門
職
大
学
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
で
、
水
道
事
業
体

の
体
制
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
の
か
。

答
新
た
に
環
境
工
学
等
に

特
化
し
た
専
門
職
大
学
が
設

立
さ
れ
、
そ
の
卒
業
生
が
布

設
工
事
監
督
者
な
ど
に
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
よ
り
実
践

的
で
専
門
的
な
知
識
を
持
っ

た
者
が
監
督
業
務
に
従
事
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

【
採
決
】

　
採
決
の
結
果
、
議
第
54
号

に
つ
い
て
、
全
員
一
致
、
提

案
理
由
を
了
と
し
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
た
。
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